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【実施経緯】 

～多文化共生社会の実現のために～ 

我々、山脇ゼミは、外国にルーツを持つ人々が増える日本において

多文化共生社会を実現するためには、どうすればよいのかを実践的に

研究しています。その中で、オープンキャンパスや実地調査を経て、

そもそも日本人と外国人の間には交流が少ないことに気付きます。そ

の最たる原因は言語に対する苦手意識であり、そういった言語の壁を

越えて交流を生み出せるものは何かを考えたときに、本企画、 

国際交流運動会「Nakano Borderless」の構想が生まれました。 

 

～明大中野中学・高等学校で開催するに至った経緯～ 

2018 年 12 月 8 日東京都が主催する多文化共生プレゼンコンテスト

にて、上記 Nakano Borderless のプレゼンが最優秀賞を受賞しまし

た。さらに同月 18 日に我々山脇ゼミが開催した多文化共生フォーラ

ムでも、そのプレゼンを発表いたしました。このフォーラムには西冨

先生をはじめ、国際日本学部に入学することが決まっている多くの明

大中野高校 3 年生が参加されていました。そういった中で、酒井直人

区長から明大中野での開催を推薦され、西冨先生に相談し、本格的に

明大中野での開催に動き出す運びとなりました。 

 

 

 

～明大中野で開催する意義～ 

 我々の目標は普段、国際交流に関心のない方々にも影響を与えられ

るようなイベントを作り上げることでした。そのためには、我々大学

生だけでなく、行政・企業・学校・地域社会が一体となり、その輪を

広げることが必要でした。今回、御校、教職員・生徒の皆様の御理解

とご協力を頂き、その目標を達成することができました。御校での開

催は地域社会や学校との輪を広げることに苦心していた我々にとって

非常に大きな力となりました。新校舎の充実した素晴らしい会場で運

動会をさせていただくことにより、参加者の方々の満足度を高めるこ

とも出来ました。これは、今後多文化共生社会を築くことに意味を持

つだけでなく、中野という社会に大きな連帯の輪を作り出すきっかけ

になりました。  

・実施概要（p.2) 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 

・事前告知実績（p.9） 

・参加者の声（p.10） 

・運営者の声（p.12） 

 ①正副実行委員長 

 ②運営 

 ③チームリーダー 

 ④審判・得点記録 

 ⑤受付 

 ⑥放送 

 ⑦設営 

 ⑧記録 

・最後に 

 

実施経緯 
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【実施概要】 

■事業名：地域住民の持続的な関係構築に向けたスポーツ交流事業

（Nakano Borderless） 

■主催：Nakano Borderless 実行委員会 

■協賛：中野区 東京オリンピックパラリンピック機運醸成事業 

（2019 年度中野区） 

■協力：株式会社グローバルトラストネットワークス 

株式会社丸井グループ 

キリンホールディングス株式会社 

中野経済新聞 

■実施目的： 

Nakano Borderless を通じて、 

中野区在住の外国人と日本人の交流を創出し、 

その先にある中野区の住民同士の繋がりを作る。 

さらにオリンピックパラリンピック開催に向けて、 

多文化共生社会のモデルを中野区から発信する。 

■実施日時：2019 年度 11 月 3 日（多文化の日） 

11：50～16:00 

■実施場所：明治大学付属中野中学高等学校 

東京都中野区東中野 3－3－4 

■参加者：中野に住み・学び・働くすべての人々 

■競技内容：障害物競走 

      綱引き 

      大玉転がし 

      リレー 

■競技以外の企画：世界の音楽に合わせて踊ろう盆踊り 

         キッズエリア 

         フォトスポット 

         アイスブレイク 

         オリパラブース 

         ナカノさんブース（中野が好きです会員） 

 

  

・実施経緯（p.1） 

 

 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 

・事前告知実績（p.9） 

・参加者の声（p.10） 

・運営者の声（p.12） 

 ①正副実行委員長 

 ②運営 

 ③チームリーダー 

 ④審判・得点記録 

 ⑤受付 

 ⑥放送 

 ⑦設営 

 ⑧記録 

・最後に 

・実施概要 
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【実施実績（結果）】 

  ■来場者数 

参加者(見学者も含む) 来賓 ゼミ関係者 ボランティア 計 

83 名 23 名 32 名 19 名 157 名 

 

          ■参加者の国籍内訳（全 83 名、計 14 か国） 

国籍 人数 

日本 49 名 

韓国 5 名 

中国 12 名 

台湾 ３名 

イラン 1 名 

アフガニスタン 1 名 

ロシア 2 名 

インドネシア 1 名 

タイ 1 名 

ベトナム １名 

モンゴル 1 名 

ネパール 2 名 

ブラジル 1 名 

ミャンマー 1 名 

 

          ■参加者の年齢内訳（全 83 名） 

年代 人数 

0 歳代 12 名 

10 歳代 4 名 

20 歳代 17 名 

30 歳代 8 名 

40 歳代 8 名 

50 歳代 3 名 

60 歳代 1 名 

70 歳代～ 8 名 

不明 22 名 

          

 

・実施概要（p.1） 

 

・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2) 

 

 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 

・事前告知実績（p.9） 

・参加者の声（p.10） 

・運営者の声（p.12） 

 ①正副実行委員長 

 ②運営 

 ③チームリーダー 

 ④審判・得点記録 

 ⑤受付 

 ⑥放送 

 ⑦設営 

 ⑧記録 

・最後に 

実施実績(結果) 
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【実施会場概要】  

 

 

 

 

 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 

・事前告知実績（p.9） 

・参加者の声（p.10） 

・運営者の声（p.12） 

 ①正副実行委員長 

 ②運営 

 ③チームリーダー 

 ④審判・得点記録 

 ⑤受付 

 ⑥放送 

 ⑦設営 

 ⑧記録 

・最後に 

実施会場概要 

・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 
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【実施体制】  

・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

 

 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 

・事前告知実績（p.9） 

・参加者の声（p.10） 

・運営者の声（p.12） 

 ①正副実行委員長 

 ②運営 

 ③チームリーダー 

 ④審判・得点記録 

 ⑤受付 

 ⑥放送 

 ⑦設営 

 ⑧記録 

・最後に 

実施体制 
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①山脇ゼミの開会前の集合写真 

 

④綱引き 

 

③障害物競走 

 

⑥リレー 

 

⑤大玉転がし 

 

⑧閉会式後の集合写真 

 

⑦クルトンとの盆踊り 

 

②開会式（ラジオ体操）の様子 

 

【記録写真】 

・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

 

 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 

・事前告知実績（p.9） 

・参加者の声（p.10） 

・運営者の声（p.12） 

 ①正副実行委員長 

 ②運営 

 ③チームリーダー 

 ④審判・得点記録 

 ⑤受付 

 ⑥放送 

 ⑦設営 

 ⑧記録 

・最後に 

記録写真 
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【当日スケジュール】 

時刻 内容 備考 

9:00 運営者集合 ボランティアも含め総勢 50 名が集

合。 

～10:45 運営準備  

～11:30 リハーサル 少し予定より遅れ、十分な休憩時

間が取れなかった。 

～12:45 アイスブレイク  

～13:00 開会式 この時点でほぼすべての参加者が

集合。 

～13:20 障害物競走  

～13:40 綱引き  

～14:00 休憩 雨が降るかもしれないので、予定

より早めの進行に。 

～14:25 大玉転がし  

～14:40 リレー  

～14:45 盆踊り 雨が降りそうになったけど、何と

か持ちこたえる。 

～15:00 クルトンとの 

写真撮影兼休憩 

予想以上の人気に混乱しそうにな

った。 

～15:10 閉会式 区長から講評を頂く。 

～15:30 写真撮影 国籍を超えた絆をはっきりと見る

ことができた。 

～16:45 片付け  

～17:30 反省会 ゼミ生と西冨先生、山脇先生との

反省会。 

  

・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 
 
 
 

・制作物（p.8） 

・事前告知実績（p.9） 

・参加者の声（p.10） 

・運営者の声（p.12） 

 ①正副実行委員長 

 ②運営 

 ③チームリーダー 

 ④審判・得点記録 

 ⑤受付 

 ⑥放送 

 ⑦設営 

 ⑧記録 

・最後に 

当日スケジュール 
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①Nakano Borderless チラシ（左から日本語、やさしい日本語、英語版） 

 

 

 

 

 

→配った枚数はそれぞれ約 2150 枚、280 枚、250 枚。 

配った場所の詳細は次のページを参照。 

②やさしい日本語バッジ 

 

 

 

 

→実際には昨年、山脇ゼミ 8 期生が作

成した。 

 約 100 枚を参加者に配布。 

③Nakano Borderless シール 

 

 

 

 

→景品に貼り付けるために作成した。 

 こちらも参加者を中心に 

約 100 枚配布した。 

⑤Nakano Borderless フォトフレーム 

 

 

 

 

→参加者の交流の機会を提供するため

に作成した。ほぼすべての参加者に

フレームに収まってもらった。 

④Nakano Borderless 横断幕 

 

 

 

 

→大きさは 2.5×2.5m。受付の横に設置

し、受付が終わった人から手形を書

き、その中に自由にメッセージを書

いてもらった。ほぼすべての参加者

に書いてもらい、 

多様な言語で書かれたメッセージが

見られる。 

【制作物】 
・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

 

 

・事前告知実績（p.9） 

・参加者の声（p.10） 

・運営者の声（p.12） 

 ①正副実行委員長 

 ②運営 

 ③チームリーダー 

 ④審判・得点記録 

 ⑤受付 

 ⑥放送 

 ⑦設営 

 ⑧記録 

・最後に 

制作物 
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【事前告知実績】 

■広報活動 

 ①チラシの配布（数字は全て概算） 

配布場所 日本語 やさしい日本語 英語 

中野マルイ店頭 800 枚   

つながる中野 30 枚   

RUN 伴中野 300 枚   

区役所での勉強会 30 枚   

白桜小学校 300 枚   

桃園第二小学校 410 枚   

中野区立第一小学校 20 枚   

東中野区民活動センター 30 枚   

鷺ノ宮商店街 30 枚   

アンテナストリート 100 枚   

山脇ゼミの各イベント 100 枚   

イーストウエスト日本語学校  50 枚 

+PDF 

50 枚

+PDF 

TCC 日本語学校  30 枚 

+PDF 

30 枚 

+PDF 

明治大学中野キャンパス  100 枚 100 枚 

明治大学国際寮  20 枚 

+PDF 

20 枚 

+PDF 

早稲田国際寮  5 枚 

+PDF 

5 枚 

+PDF 

Hudson（飲食店）   30 枚 

中野区国際交流協会  75 枚 75 枚 

新宿情報ビジネス専門学校  PDF PDF 

②中野経済新聞での宣伝 

 →多くの区民のもとに運動会の存在を告知することができた。 

■SNS での宣伝 

Facebook アカウントを通し、運営メンバーの紹介や動画を投稿   

・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 

 

 

・参加者の声（p.10） 

・運営者の声（p.12） 

 ①正副実行委員長 

 ②運営 

 ③チームリーダー 

 ④審判・得点記録 

 ⑤受付 

 ⑥放送 

 ⑦設営 

 ⑧記録 

・最後に 

事前告知実績 

https://www.facebook.com/borderless.nakano.1?epa=SEARCH_BOX
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【参加者の声①】（回答者 28 グループ） 

■イベント満足度 

 
■国際交流に対する満足度 

 

■またこのイベントに参加したいか 

 

■やさしい日本語は分かりやすかったか 

  

17グループ

10グループ

1グループ0グループ

０グループ

０グループ

100% 80∼99％ 60∼79％ 40∼59％ 20∼39％ ～19％

6グループ

12グループ

4グループ 4グループ
2グループ

1グループ

100% 80∼99％ 60∼79％ 40∼59％ 20∼39％ ～19％

28グループ

０グ

ループ

はい いいえ

26グループ

1グループ

はい いいえ

・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 

・事前告知実績（p.9） 

 

 

・運営者の声（p.12） 

 ①正副実行委員長 

 ②運営 

 ③チームリーダー 

 ④審判・得点記録 

 ⑤受付 

 ⑥放送 

 ⑦設営 

 ⑧記録 

・最後に 

参加者の声 
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【参加者の声②】 

■今日のイベントをどこで知ったか 

■イベントへの意見・感想（一部抜粋。また、一部意訳） 

  

知った媒体 グループ数 

まるっと中野 Facebook 3 

まちづくり博覧会チラシ 1 

中野区報 2 

主催団体の広報 6 

知人から聞いた 9 

中野マルイでのもらったチラシ 1 

イーストウエスト日本語学校 ６ 

感想・意見 

学生さんたちが積極的に声掛けして動いていて知らない環境でも楽しめまし

た。 

少し思った事は、みんなが社交的ではないので、特に静かにしている外国の方

がいて、同じチームだけど何て声をかけていいかわからなくて、、、 

楽しかったです。また何かありましたら情報をお願い致します。 

イベントはかなり満足しました。あえて改善点を挙げるとしたら、終わった後にゆ

っくり交流したかった。その国の文化や外国人のプロフィール（できる範囲で構わ

ないので）が知りたかった。 

今回の運動会は年齢関係なく、全員参加できてよかったです。 

さらに参加者を増やして大きなイベントになったらと思います。 

日本人と子どもがいました。もう一度運動会に参加したいです。 

子どもと老人と青年がいて、いろんな人がいました。 

この運動会をきっかけに中野区の皆さんが国籍関係なく仲良くなってくれたらうれ

しいです。 

・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 

・事前告知実績（p.9） 

 

 

・運営者の声（p.12） 

 ①正副実行委員長 

 ②運営 

 ③チームリーダー 

 ④審判・得点記録 

 ⑤受付 

 ⑥放送 

 ⑦設営 

 ⑧記録 

・最後に 

参加者の声 
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【運営者の声】 

～①正副実行委員長～ 

実行委員長（中村洋介） 

本当に多くの方に支えられて成功に終わった運動会でし

た。当日、あたふたしていた自分の一方で、てきぱきと

動いてくださる運営者の皆様の姿を見て感動しました。

この場では全ての人に感謝の気持ちを伝えるのは難しい

ですが、今後長い時間をかけてでも恩返しをさせていただきたいです。

この報告書を読んでくださっている皆様、本当にありがとうございまし

た！（中村） 

 

副実行委員長（①渡邉夏佳、②芦田祐夏） 

  

①ゼロからのスタートであったので、先行

きは真っ暗な状態でしたが、顧問の方々を

はじめ様々な方からの協力で、最終的に、

老若男女・国籍問わずみなさんに楽しんで

いただける運動会になり、達成感と喜びの

気持ちでいっぱいです。先輩方がゼミ活動を通して築き上げた中野区の

方々とのつながりを、イベントを通して感じ、さらに自分たちでそのつ

ながりを広げることができたと感じています。この国際交流運動会が多

文化共生の輪がもっと広がるきっかけになったら嬉しいです。（渡邉） 

 

②当日、３年生や、OBOG、生涯学習大学の方々等た

くさんのボランティアの方にお手伝いしていただき、

大変ありがたいと思うと同時に、主催者側である私た

ちがもっとうまく仕切られればよかったと感じた。 

副実行委員長だったが、当日は自分の割り振られた仕

事で手がいっぱいになってしまい、反省する場面がた

くさんありました。このイベントを開催するにあたり、約半年間実行委

員会を作って様々な方と関わってきましたが、その人たちが一堂に会し

て感動しました。 

 

・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 

・事前告知実績（p.9） 

・参加者の声（p.10） 
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～②運営～ 

（①山田洋裕、②天野綾香、③三田部広夢） 

  

①全体の動きや流れなどは遠目から見ている形で

したが、参加者の方の笑顔や楽しそうな雰囲気は

こちらまで伝わり、私自身も楽しみながら音楽を

流すことができました。 

モンゴルやアフガニスタンなど世界中の音楽を流

しましたが、一曲一曲の説明や曲名に興味を持ってくださる方々が

多くいました。途中から放送の方に協力していただき、曲の説明を

してから曲を流すということにしていましたが、今後は最初からそ

のように出来ていれば良いと思います。流した音楽がきっかけに参

加者同士の会話が弾んでいたり、リラックスできる環境が作れてい

たなら嬉しいです。（山田） 

 

②自分が想像していた以上に、初対面の方々同士で

の交流が生まれていました。それが遠くから見て

いても分かったので、「心の中の国境をなくそう」

が実現されていたと確信できます。 

急な対応に追われ、会場にいない時もありました

が、その対応一つ一つも、参加者の方々の体験に繋

がっていたので、とてもやりがいを感じています。 

NB が違う形であったとしても、来年以降もつながりを大切にしつ

つ、続けていってほしいと思います。（天野） 

 

③私は見回りとして全体を見て回っていたのですが、

どのチームを回っていても参加者の方々の中で交流が

生まれているのが肌感覚で分かりました。自分がその

輪にいないのが悔しいくらいに笑顔で溢れていて、 

その素晴らしさに心底感動しました。 

正直、終わってみてからこのイベントの意義が真に分

かったような気がします。ここで生まれた交流の輪が 

さらに広がり NB が発展していけたら幸いです。（三田部） 

 

・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 
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・参加者の声（p.10） 
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～③チームリーダー～  

(①吉永えつこ、②奥澤絵理紗、③西村真由、④向井龍之介、⑤村上優希) 

 

① 最初は中々人が来ず、不安でしたが、アイスブレイクを

きっかけにお互い国籍関係なく交流している姿を見て、嬉し

かったです。競技のチーム分けも国籍が違う二人をペアにす

るなど色々工夫したら、最終的にリーダーや補助リーダーが

なくても、みんな輪になって会話をしたり、ラインを交換し

たりしていて、運動会を開催してよかったと思いました！ 

一方で、チームメンバーがバラバラで来るので、最初の時

間、初対面の人たちのことをあんまり気遣えなかったので、少し申し訳

なかったです。もう少しアイスブレイクの時間がとれればよかったで

す。（吉永） 

 

②みんなと仲良くなれるか心配だったけど、参加者同士が

積極的にコミュニケーションを取っていたので心配ありま

せんでした！みんな競技に対しても積極的で、「わたしはい

いです」って言う人が 1 人もいなかったのも嬉しかったで

す！日本人も外国人もみんなが 1 つになって盛り上がって

いる感じがあってとても良かったです。（奥澤） 

 

③アイスブレイク前のメンバーが集まる段階では、参加者

それぞれが一緒に来た人と話しており、新しい人同士での

コミュニケーションが見えず不安でした。しかしいざアイ

スブレイクを終え、競技が始まると、それぞれが自然とコ

ミュニケーションをとるようになり、応援し合ったりハイ

タッチをしたり、という光景が見られ、とても嬉しく思いました。ま

た、休憩時間にも共に会話を楽しんだり、年齢国籍関係なく遊んだり

する姿も見れ、本当に仲良くなっていくのが実感でき嬉しかったで

す。チームの中に入り、参加者皆がボーダーレスに楽しむ姿を、間近

にみることができ、とても良かったです。（西村） 

 

・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 
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・事前告知実績（p.9） 

・参加者の声（p.10） 
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④半年前からみんなで構想は練っていましたが、まさ

かここまで大きく、そして素晴らしいイベントになる

とは思いもしませんでした。様々な国籍のメンバーが

いるチームをまとめる役割で不安はありましたが、み

んなが楽しく、積極的に国境を越えたコミュニケーショ

ンをとっているのを見て、我々が掲げてきた目標が達成されたんだな

と強く実感しました。（向井） 

 

⑤当日になって体調不良で欠席した人がいたことや遅刻

者が多くて、チームとして成り立つのか心配でしたが、

ドタ参や先輩方のおかげでなんとかなりました。遅刻し

てきた人には残り少ない競技に参加できるようにした

り、小さい子も参加できるように大人とペアを作ったり

など、調整するのが少し難しかったです。林さんや先輩

方のおかげでペア決めや、次の競技への流れがスムーズ

にいったのはすごくよかったです。 

最初はちょっとよそよそしさがありましたが、最後のリレーでは全員

が自分のチームを応援したり、ハイタッチをしている姿が見られて自

然と交流ができていると感じ嬉しくなりました。（村上） 
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～④審判・得点記録～ 

（酒井優実） 

リハの時点でも盛り上がっていましたが、身内だけ

じゃない初めて会う人達同士でも協力し楽しんだり

悔しんでいる様子を間近で見ていて、楽しんでもら

えてるなと嬉しくなりました。リハよりもバタバタ

してしまう場面が多かったのですが、手が空いてい

るスタッフが手を貸してくれたので柔軟に対応してくれて良かったで

す。（酒井） 

～⑤受付～ 

（熊坂飛南乃） 

参加者含め、ボランティア、来賓、近所の方多くの方に山

脇ゼミに携わっていただているのだという実感を、受付を

通して改めて感じました。一方で、申し込み順のエクセル

で名前を探し出すのは、英語の名前の人も多くいたため、

想像より時間を割いてしまいました。 

 

～⑥放送～ 

（①安田優希、②イスンジュ） 

①アナウンス次第で、運動会の

盛り上がりが左右されると思

っていたので、プレッシャー

は感じていました。こんな大

役を任されて上手くできるの

か、かなり心配でした。 

しかし、留学生のスンジュと

やったということもあり、かなり新鮮な体験でした。競技には参加し

ていませんが、楽しんでアナウンス出来たと思います。 

やさしい日本語でのアナウンスの難しさ、またもっと上手く対応でき

たところなど反省点もありますが、みんなが楽しんでいる姿を見るこ

とができ、良い経験をすることができました。 

②最初は 100 人を超える人たちに自分の声でしっかり伝えることに少

し不安でした。同じく放送係だった安田さんと原稿を読みながらとに
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・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 
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・当日スケジュール 
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かく楽しくやろうと考えました。NB 当日、運動会を楽しんでいるた

くさんの笑顔が私の中の小さな不安を一気に消えさせてくれました。

先輩方からいただいた原稿ではルール説明や会場内容がとても詳しく

書かれていたため、より楽しく放送することができました。この企画

の放送係として話すことができて本当に良かったと思います。自分に

より自信を持って来年の私たち 10 期の企画にも貢献できるように頑

張っていきたいと思います。 

～⑦設営～ 

（越田美波） 

全体をスムーズに進めるために重要な仕事なので

責任がありました。1 回の説明だけですんなりと

当日リハから動いてくれた 3 年生には本当に感謝

します。リハでは少し不安な部分も感じました

が、本番では時間を大幅に巻くことになったので

安心しました。設営として競技を側で見ていまし

たが、参加者のみなさんがとっても笑顔でこちら

まで楽しく、そして嬉しく感じました。 

 

～⑧記録～ 

（中川） 

年齢や国籍、性別関係なく参加者の方々の笑顔がたく

さん写真に残っていて、このイベントを楽しんでもら

えたことを強く実感しました。特に盆踊りではゼミ生

も参加し、参加者も運営側も全員の笑顔が見ることが

できました。NB に携わった人全員のいろんな瞬間、喜

んでいたり、頑張っていたり、応援していたりする姿

がとらえることができて、有意義な一日になったと思

います。 
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・記録写真（p.6） 
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この Nakano Borderless は、地域の方々の支えなしには

開催することができませんでした。この場をお借りし

て、改めまして御礼申し上げます。誠にありがとうござ

いました。 

 

今後も山脇ゼミは様々なイベントを実行します。 

その際には、今回さらに強くすることができた、山脇ゼ

ミと中野の皆様の繋がりを活かし、中野に Borderless

な社会をもたらすことができるように歩み続けます。 

 

本当に、ありがとうございました！ 

（山脇ゼミ生一同） 

 

【最後に】 
・実施経緯（p.1） 

・実施概要（p.2） 

・実施実績（結果）（p.3） 

・実施会場概要（p.4） 

・実施体制（p.5） 

・記録写真（p.6） 

・当日スケジュール 

（p.7） 

・制作物（p.8） 

・事前告知実績（p.9） 

・参加者の声（p.10） 
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